
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月、第 4金曜日に開催しています Fun日カフェ。9月の Fun日カフェでは 10月 25日 

より開催される『全国ろうあ女性集会 in沖縄』の準備で大忙しの、沖縄県聴覚障害者協会女性 

部さんに“プチ手話講座”を開催して頂きました！ 

講師を務めてくださった神田さんは、専門学校等でも教壇に立たれており、30分という短い 

時間でしたが、わかりやすく、そして楽しく進めてくださいました。 

挨拶を中心に日常使える単語を交えて教わりましたが、手話の形は、動作から出来ていて一度 

覚えたら忘れにくいかもしれません。 

教わった単語を交え、自己紹介をしたりしましたが「正しい手話が出来なくても、目や表情を 

見て伝え、受け止める。これで伝わることもあります」とのこと。目や表情を見て会話をするという事は、コミュニ

ケーションの基本的な部分ですが、初対面だとなかなか難しかったりします。しかし『基本的な事を大切に“伝える

工夫”をする』は実践していきたいと思いました。 

そして、Fun 日カフェではご家庭に余っている食品を集め、フードバンクセカンドハーベス 

ト沖縄さんに寄付する『フードドライブ』という活動も行っています。 

フードバンクセカンドハーベスト沖縄さんは、寄付いただいた食品を福祉施設や、生活に困っ 

ている方を支援する団体へ届けるという活動をされており、福祉支援に繋がるこのフードドライ 

ブは、環境問題にもなっている「食品ロス」を減らし、環境負荷の軽減にも大いに繋がるため、

当センターでは今後も実施していく予定です。処分する前に！思い出して頂けたらご協力お願い致します。 

毎月、第 4金曜日に開催しています Fun 日カフェ。もちろん、ゆっくりとコーヒータイムを楽しんで頂くだけで

もお待ちしております。（前泊）※フードドライブにお持ちいただく食品は、賞味期限が３ヵ月以上あるもの（アルコール類除く）とさせて頂いてます 
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Fun 日カフェ“プチ講座”＆フードドライブのご報告！ 

 

センターで活動されている皆さまの交流の場として活用ください！ 

第 33 回 開催！10/25(金)12:00～ 
フードドライブ(ご家庭で余っている食品の寄付)も同時に受け付け！ FUNNICHI COFFEE 

なは市民協働大学 『繁多川まちま～い』を実施しました！ 

10月 12日に開催された、なは市民協働大学では、繁多川公民館の南館長や“すぐりむん”の 

方々の協力のもと「繁多川のまちづくり」について学ぶため、繁多川まちま～い（フィールドワーク） 

を実施しました。 

まちま～いで、地域の資源をどのように活用し、また課題を解決するために繁多川公民館がどの 

ように事業を展開しているかを、現場で見て知る事が出来ました。今回の体験と、これまでの講義 

やワーキンググループでの学びをふまえて、グループに分かれ「それぞれのグループでできる市民 

活動とは」をまとめて、11月 23日には成果発表を行う予定です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なは市民活動支援センター（まちづくり協働推進課）では、地域の課題の解決に繋げる事を目的とし

て、ボランティア人材とボランティアを求める団体のマッチング事業をおこなっております。 

ご自身の経験や資格を活かして「出来ることを、出来る時に、出来る人が」で、地域課題の解決に力

を貸してくださるかたの人材データバンク登録をお願いしております。 

また、那覇市公式サイトより「ボランティア人材」「ボランティアを求める団体」の簡易登録も始め

ました！登録いただいた情報は非公開情報を除いてリスト化し、公式サイト等で公開します。 

情報スペース＆ＢＯＯＫ 

情報コーナーに幸福の木が！メカル4・5に入居されていた企業さんより、2ｍ近い大きな幸福の木をいただきました。

なかなか咲く事もないようですが、花が咲くと香りは良いそうで花言葉も『幸福』『隠しきれない幸せ』だそうです。花言葉

だけでも幸せが溢れ、口元が緩みます。 

情報コーナーには、市民活動やまちづくりの参考になる書物、毎月届く雑誌を置いてます。窓口で手続きをして頂くこと

で貸し出しも行っており、その他に期間限定の閲覧のみとなりますが、市立図書館より活動の参考となる書物も置いており

ますので、ご活用ください。 

また、助成金情報紹介のコーナーや、他市の市民活動情報等もございます。地域の皆さんの活動が『幸せ』に繋がる情報

を発信しておりますのでどうぞご利用ください。 

エコットの宮島さんより、秋の作品が届きました♪ 
 花より団子ならぬ、月より団子派なため、中秋の名月も
そっちのけ…。月の中の「餅をつくウサギ」や、星座の名

称に『そうは見えないぞ』と、幼い頃から疑問に感じてお
りましたが、そろそろいい大人なので夜空に先人のロマン
を感じながら、秋の食べ物を楽しもうと。…ん？ 
 10 月 31 日はハロウィン。海外の文化ハロウィンって 

どういう日か知ってますか？ 
『仮装したらお菓子がもらえる日』ですよ。…ん？ 

放課後子ども教室 
 三線サークル講師 

夏休み 
ラジオ体操指導員 

●なは市民協働プラザ地下駐車場について・・・ 
消防局の隣に建設中の「ナハメカルパーキング」の供用開始に合わせ、2020年3月頃より有料となります。 
ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

詳しくは公式サイト、または、 

なは市民活動支援センターまでお問合せください。 

ＴＥＬ：861-5024（平日 9:00～17:00） 

なは市民活動支援センターの 2階にあります、市民活動
団体向けの施設、支援ブース・事務室について令和 2年 4
月より入居予定の公募を、11月末より行う予定です。 
市民活動の拠点として、ステップアップに繋がるよう支

援いたします。 
また、令和 2 年 3月末で利用可能期日（3年）となる団

体の皆さまにおかれましても、改めて応募頂く形となりま
す。詳細は公式サイト、ＦＢ、次号で告知予定です。 

① 簡易登録 
      ↓ 

② 情報公開 
      ↓ 

③ マッチング 
      ↓ 

④ 本登録 
      ↓ 

⑤ ボランティア 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
で
の
流
れ 

人材登録 
◆特に資格や特技がなくても OK！ 
 ◆できる時に、できる事だけで OK! 
  ◆ボランティア情報をメール等で提供いたします。 
     情報を広げて頂くことも立派なボランティアです！ 
 
団体登録 
◆地域の高齢者むけに、単発で力を借りたい 
 ◆地域の子どもたちの手助けがほしい 

事務室 支援ブース 



―「那覇市文化協会」とはどういった団体ですか？ 
那覇市には琉球舞踊や三線なんかの沖縄の伝統芸能から、ピアノやフラワーデ 

ザインといった、いわゆる文化的な活動をされている団体や個人の方が、たくさ 

んいらっしゃいます。ですが、そういった皆さんが集まる機会や場所は那覇市に 

はなく、この那覇市文化協会の発足も他の地域に比べると遅いほうでした。 

那覇市には芸能に関しても、芸術活動に関しても、沖縄県を代表する方々が多 

くいらっしゃいましたし、県庁所在都市で、こんなにもたくさんの個性豊かな活 

動をされている方がいるのに、個々の活動をもっと外に広めて強化していくため 

に、一致団結する必要があるのではないか。活動の中心となる場所が必要なので 

はないか。という事もあったと思います。平成4年当時の那覇市長（故親泊康晴氏）の「生活都市・文

化都市・平和都市」という思いに共感して、文化創造の場所として立ち上げた協会です。 

 平成 6 年にスタートした『あけもどろ総合文化祭』は毎年開催しておりますが、その主催として、

そして、各文化活動部会の総合拠点として活動しています。 

―「文化活動」が我々の生活にもたらす影響ってあるんでしょうか？ 
 「心の拠りどころ」と言ったらいいでしょうか。例えば戦後の沖縄の復興運動のひとつに新聞社主

催の美術展『沖展』があります。戦後、何もないところから生活を再建させ、美術工芸の鑑賞が出来

る状況まで立ち上がれたのは、県民の力であったと思います。また、カンカラ三線が代表するよう

に、戦争で有形の文化財を失われた中で三線を奏でる奏者の技術、唄、踊りといった無形の文化財。

県民の心の中に残っていた文化は破壊される事はありませんでした。 

生活していくうえで衣食住がやっとという時に、美術や芸能は絶対条件だったわけではありませ

ん。でも、娯楽も何もない中、県民の「心の拠りどころ、生きる支え」になったと思います。芸能の

方達が地域巡業をする。貧しいながらも毎日の生活をこなすなか、唄や三線の音、衣装の紅型の鮮や

かな色であったり。そこには失われたものに対する情緒や想いが重なります。文化というのは一人一

人の心を豊かにしてくれるものだと思います。 

もちろん、戦争を知らない世代が、三線の音を聞いて故郷を思い出したりするのは、こういった文

化活動が「心の拠りどころ」として、ＤＮＡとして継承されているからではないか。そういった意味

で大きな影響はあると思います。 

―那覇市で文化活動されている方はどのくらいいらっしゃるんですか？ 
 今年の3月末の時点で約2100名の方が会員として在籍されていますので、実際のところはもっと多

くいらっしゃいますね。 

芸能部会や、オーケストラ部会、美術工芸部会とかね、そういった部会が 28 

部会ございまして、それぞれの部会で交流を図ったり、他部会どうしの交流を 

図ってそれぞれの文化活動に繋げたりされてます。 

―団体の今後の目標などありましたら聞かせてください。 
琉球王朝時代は武器も持たずに各諸国と交流を取っていたと、歴史書にありま 

す。いわゆる“おもてなし”の心でお迎えしたわけです。そこには芸能や食事 

お酒などの文化があった。令和の時代も文化を大切にして沖縄の素晴らしさを 

広げていってほしいですね。これから『那覇市文化芸術劇場なはーと』がその 

中心になるように、文化活動をされている方々とどんどん協力していきたいで 

すね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那覇市文化協会  

当センターの３階には、まちづくりに関わりの深い団体が入居し活躍されています。 
そこで、それぞれの団体の活動内容や、今後の目標などをここで紹介していきたいと思います。 

崎山律子 会長 

文化と一言で言っても伝統文化から新進気鋭な文化もある。伝統文化がウチナーンチュのアイデンティティなら、新しい文化はウチナーン

チュの未来。どちらも大切にしていきたいです。まず、指笛をマスターしたい。（←本気） 

『「文化の拠点」 
という意識を皆で持って、 
文化を大切にしましょう』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

お問合わせ なは市民活動支援センター 

〒900-0004 

那覇市銘苅 2-3-1なは市民協働プラザ２階 

TEL：098-861-5024 / FAX：098-861-5029 

メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

なは市民活動支援センター 検索 

『子どもゆめ基金助成金（一次募集）』 
募集期間：（郵送申請）11月 12日（火）当日消印有効/（電子申請）11月 26日（火）17 時締切 

内  容：助成額は専門的見地から合議により評価し決定します 

対象活動：①子どもの体験活動 

  ②子どもの読書活動 

③子ども向け教材開発・普及活動 

応募資格：青少年教育に関する団体（公益財団法人、公益社団法人、一般財団法人、一般社団法人、特定非営利活動法人、法人格を 

有しないが青少年のために活動をする団体） 

 

【お問合せ】独立行政法人 国立青少年教育振興機構 子ども夢基金部助成課 TEL：0120-579081 

 

『2020年度環境市民活動助成（①活動助成②NPO自立強化助成）』 

募集期間：2019年 11 月 15日（金）当日消印有効 

内  容：1団体あたり上限 
①ＮＰＯ法人、一般社団法人：100 万円 任意団体：50 万円 

②400万円 

助成対象：①環境活動を行っているＮＰＯ法人、一般社団法人、任意団体 

       （自然環境保護など、市民が主体となって行う環境活動の活動資金） 

      ②「環境の保全を図る活動」が活動分野として認証され、かつ、法人として 3年以上の活動実績があるＮＰＯ法人 

（安定的に活動を継続できる自主事業の構築、確立を目指すＮＰＯ法人に対し、事業資金、専従職員の人件費、事務所家賃） 
 

【お問合せ】一般財団法人 セブンイレブン記念財団 TEL：03-6238-3872 FAX：03-3261-2513 

※最新の情報や詳細は、各お問合せ先の応募要項を必ずご確認ください。 

 

会議室 料金一覧表 

会議室① 84人 ¥\1,300/1ｈ ¥\400/1ｈ 

会議室② 36人 ¥\650/1ｈ ¥\200/1ｈ 

会議室③ 45人 ¥\650/1ｈ ¥\200/1ｈ 

会議室④ 18人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑤ 15人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑥ 15人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑦ 12人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

会議室⑧ 24人 ¥\250/1ｈ ¥\100/1ｈ 

研修室①（和室） 16人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

研修室② 17人 ¥\200/1ｈ ¥\100/1ｈ 

 
印刷機 使用料 

白黒・A3サイズ以下 ￥1/枚 

カラー・A3サイズ以下 ￥4/枚 

※内容確認のため、原則として印刷物の一部提出をお願いしております。 

※印刷用の用紙もお持ちください。 

※USB等のメディアからは直接印刷はできません。 


